
映像メディア制作B3
オリエンテーション



今日すること
授業オリエンテーション

•日程の話


•授業のすすめ方/目的/達成目標/評価方法


•その他課題について


•先生の授業へのこれまでの学生からの評価・コメント（履修す
るかしないか、これを参考に決めてください） 

•先生からのお願い


•グループ決め（個人でやりたい場合は要相談）、テーマ決
め、解散



授業のすすめ方



•対面で非対面になることは多分な
い


•グループを決定したあと、企画書を
作成し…（春学期と似た流れ）


•受講者がいい具合に減ったので、
DSLR（一眼）ミラーレス、の使う
訓練する


•編集アプリも一人一台パソコンが
使える人数なので、その実習時間を
設けつつ、並行して作品をつくる。

授業の進め方



目的



映像メディア制作を通してメディア・リテラシ
ー能力を身につけること


情報を発信していく上で必要な基礎能力およ
び映像を中心とした情報発信方法の基礎知識
を習得すること


将来、メディア関連企業につく場合の基礎能力
を磨くための素養を身につける


表現することを楽しみつつ、意味の見いだせ
る情報を共有できるようになる（「意味のあ
る」としてないとここはミソ）


意図した内容をいかに伝えるか、その能力を
鍛える

目的 （シラバスからの変更点）



参加度・積極性・グループ活動 35 % 


映像制作演習への取り組み/作品の完成度 20%


学習ポートフォリオ/リフレクション 25%


授業外学習/課題 20%


チームワーク 10%


その他 10%

評価項目変更（シラバスから変更）



Toyonet-Aceの閲覧履歴


指定した課題提出の有無


作品提出やその他課題の有無


演習の作業、授業の様子


以上の他に:


チーム・ワーク/授業内外で行ったこと


授業態度も含める

評価方法（具体例）



作品・課題について



要提出


•個人で作成するコンテンツ


•グループで作成する映像作品 


•撮影演習訓練でつくったインタ
ビュー動画


作品について



エキストラ作品: 

授業外で自主的に作成した作品 


動画以外でもよい。意図してデ
ザインしたもの。写真、絵、イ
ラスト、オンライン記事、Web

ページ構成のテンプレート


作品について



作品は学期末頃に、ポートフォ
リオにまとめて提出。


作品について



作品について:

選択肢: 


1. インタビューを入れたもの


2. ショートドキュメンタリー/教
育番組/ハウツー動画


3. 自分で決めたテーマ （ただ
し、メッセージ性のあるもの、
意図を明確にし、不特定多数の
人にも伝わるようにすること）


個人で作ってもらいたい作品



作品について:


長さは任せる。1分から長くても
10分に収めるのが望ましい


不特定多数に見せるという前提
でつくる


中身を重視する。意味が見いだ
せるようにする


芸術性は最低限あればいい、た
だ最低限のデザインは守っても
らう


個人で作ってもらいたい作品



作品について:

選択肢: 


1. インタビューを入れたもの


2. ショートドキュメンタリー/教
育番組/ハウツー動画


3.自分たちで決めたテーマ（た
だし、メッセージ性のあるも
の、意図を明確にし、不特定多
数の人にも伝わるようにするこ
と）


グループで作ってもらいたい作品



作品を作る時の流れ
個人作品は企画書は任意: グループ作品は一応流れになるべく従う

•企画書をつくる（フォーマット自由）


•文字コンテ/絵コンテをつくる


•日程をたてる（今回は細かく真面目につくる）


•細かいスケジュール、必要な素材を書き出す、
アイディアをまとめる


•制作（素材集め、粗編集、調整編集）


•公開する



ポートフォリオ



ポートフォリオ 
なるべくWEBサイトにする

•抵抗がなければオンラインの無料webページ作成サービスを
利用する


•デジタルではなく、実際に書いた絵、イラストなどの場合は
可能ならスキャン。でなければ撮影


•  wordで箇条書きで記録するのはなし。見せることを考える


•デザインは自由


•動画のみであれば、youtubeなどの掲載する動画共有サイト
のデザインを考える。


•ブログサイトでも構わない



批評活動
自分たちで作成した作品を批評する

•春学期のグループ作品を批評を確認しつつ、秋
学期の作品にとりかかる（ページに追って公
開）


•ほかの作品を見てリフレクションに反映する



大まかな日程



日程
•今日はグループ決め、グループ作品テーマ決め、来週か
ら企画書をつめる（課外活動も大ぴらにできるように）


•来週から、先生が用意する、一眼、ミラーレス、ビデオ
カメラを使用し、インタビューの撮影方法、B-roll（素
材）撮影の工夫の一例を学ぶ（授業2回か3回使用）


•その後、編集アプリ演習（授業2回か3回使用）


•中間過ぎたあたりから、自分達で作品をつくる作業へ。



What other students 
think about me

他己紹介



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

基本ネガティブなものが多いようです


本授業以外の評価も含めて紹介しておきます。

エゴサしてないですが、先生の両親、妻も大学
で教えていて、彼らが時々エゴサして、ネット
にあれば、笑いながら見せてきます。



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•出席取ってなく、最悪グループ作品つくればBとれ
ます。（映像メディア制作）


•内容は充実しているのだろうが、負担が大きい
（ジャーナリズム論）


•大学の学科の先生のネガティブなことを言うな
（これは大学学科からお叱りを受けました）



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•受験で頑張って入ってきた東洋大学学生を馬鹿に
している言動、態度が顕著です。録音したほうが
いいでしょう（他授業でのリアペのコメント）


•東洋大学生を馬鹿にしすぎであり、教授としては
いてはいけないと思う（リアペのコメント）


•私の受けたかった授業じゃなかった。先生人のこ
と馬鹿にしすぎ。（リアペのコメント）



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•先生は、学歴を重視するメディア業界と同じ考え
を持っているんですか、それは改めたほうがいい
です（リアペ。ごめん、未だになぜこんなコメントがくるのか理解
できていない。生まれてこの方学歴を重視したことない。でも、重

視する社会もあるよね。先生、馬鹿だから来るなって言われて1回高

校中退してる。大学も日本はいけないから、働けって。でも、正直

生きてければ、どうでもよくね？）



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•ここで見せられないコメントもある。ポジティブ
なものももちろんある（そっちが半分、残りはど
っちでもない）


•共有した理由: こちらも人間で、皆さんが嫌にな
るようなことはしたくないし、こっちも変なコメ
ントがあれば傷つくので、嫌だと思ったら距離を
おいて、履修からはずしてください。



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•もし先生の言動、態度があまりにもひどいと思う
のであれば、ネット上ではなく直接言ってくださ
い（めんどくさいけれど）。


•正直先生のほうが一部の学生に馬鹿にされたのだ
と思う節もある。何かの言動、行動が一部の学生
の基準ではひどいのでしょう。



So you can decide whether you take this course

本授業を履修続けるか考えられるように

•そもそも教える学生を馬鹿にしていたら、仕事にならない。


•拒否反応を示す学生、中には教職員や会社員も、他大学や前職
でいました。似たようなことは言われてます（馬鹿にしすぎ、
人が離れる。社会人としての自覚持たないと）


•存在しているだけで嫌、生理的に無理と感じるのであれば、そ
れは先生では改善しようがない部分です。すいません。


•先生はコミュニケーションは苦手ですが、対話し問題を解消し
ていくことは重要と思っています。



先生からの 
お願い



•Yes/no系の質問などを先生が投げたら、声出せ
なくてもせめて頷く、顔を横にふるなど、反応は
示してもらいたい 

•わからないことがあるのであれば、あとからでは
なく、先生の話しを遮って構わないので確認する
こと 

•最低限、わからないことをわからないままにしな
い

先生からのお願い



•対話が大事なので、先生はそれを尊重したい。無
言、無表情で無視はなしにしてほしい 

•挙手などして先生が気づいてなさそうだったら、
先生とか、シガキーとかなんでもいいから声を出
す 

•ディスカッションすることになったら「黙る」
「何もしない」ということはしない（雑談は
Okayにはする）

先生からのお願い



•ゼミ、演習、講義、全て先生だけでなりたってる
わけではないので、よい学習環境にするための努
力はお互いしよう。 

•授業態度が悪いと、先生の授業へのやる気が奪わ
れるので、本授業には真摯に参加してほしい（お互
い様だけれど）。 

•大学は研究（勉強）するところなので、勉強がい
やであれば、教室から出て意味の見いだせること
に時間つかって。先生だったら、退学して金稼ぐこ
とに時間使う。

先生も人間



•堂々と大遅刻、何事もなかったのように先生の話している目の前を
通って入出 （遅刻厳禁。遅刻やぞーと言われて冗談混じりに反応
するのはまだましだけれども） 

•終始授業で寝る（あとから先生の話がつまらなすぎと文句つける。
気持ちはわかるが、寝てながらそれを指摘すると文句つける） 

•課題提出など色々遅れたりしているのに、なぜ受け付けないとつっ
ぱねる。 

•見え透いた嘘をつく（欠席に関して、公欠でないかぎり、どの理由
であれ自動的に欠席になるので、何回もおばあさんがなくなりまし
たと言わなくていい） 

•Responの番号を遅刻してきた友人に教えるなど、ずるをする（で
きる仕組みなのだけれど。全員への信頼度が落ちる）

授業態度: 先生が耐えられないライン



•小手先で済ませようとした結果、先生が気づいて指摘する
と逆ギレする。あるいはこちらの怒りを抑えないといけな
いくらい適当に課題をしていて、期限もだいぶ過ぎてるの
に提出してくる 

•ネガティブな事言うなと先生には授業評価で言うものの、
ボロクソ言う（他大学で経験） 

•欠席回数が5回か6回かなどを確認をしてくる。ケース1、
確認の理由: 期末課題をするかしないか決めるため。落ち
るんだったらしたくないからとのこと 

•無視、無反応、最終指名せざるをえず指名しても無視、ス
マホを眺めて無反応。

授業態度: 先生が耐えられないライン



お願いして 
ばかりだけど…



•よりよい学習環境を整える努力はする 
•興味が持てるように話はする努力する。ただ、お笑
い芸人、司会者ではないので期待はしないで。 

•好き嫌いに関係なく先生は話しは一旦聞く。どうい
う状況であれ話は聞く。そのため何かあれば必ず確
認できる環境は整える。 

•課題の量など状況に応じて柔軟に対応する 
•限界はあるけれど、意味の見いだせる授業にはする

以下は約束する



Things I do in the free time
趣味

写真撮影、絵画/デジタルイラスト、ロードバ
イク、ストリートダンス全般（20代後半まで
は真面目にブレイクダンス）、レコード集
め、語学勉強、映画、料理、知らないことを
学ぶこと、その他色々。



•趣味見せたのは多趣味といいたいのではなく、やりたいこといっ
ぱいあるんです。アカデミアが大好きというタイプじゃないんす。 

•先生も何故大学の先生になれたのか、実はわからない。ただ、教
えるのも研究も大事な仕事だと思っている 

•先生も昔はあなた達と同じ学生。もしかしたらあなた達より無知
蒙昧だった（今もかも） 

•大学の講義が面白くない時があるのはわかる。（先生の場合は、
質問や対話があれば、講義は一方的でなくなる） 

•こうしてほしい、ああしてほしい、そういうのもあるのはわか
る。 

•めんどくさいことが多いのもわかる

先生も人間



先生からの 
お願い聞いて



グループ決め



グループが決まったら
•代表を決めてください。決まったら、slaskに、
再度「グループ名_Fall」というグループチャッ
トを立ち上げてください


•連絡先を交換してください


•グループ作品のテーマを決めてください



作品について:

選択肢: 


1. インタビューを入れたもの


2. ショートドキュメンタリー/教
育番組/ハウツー動画


3.自分たちで決めたテーマ（た
だし、メッセージ性のあるも
の、意図を明確にし、不特定多
数の人にも伝わるようにするこ
と）


グループで作ってもらいたい作品



作品について:

思いつかない場合


1.大学に関係すること（先生たちの研究などをも
とにしたものなど）


2.自分の身の回りに関係したテーマや問題（就
活、生活全般など）


3.エンターテイメント（社会問題をテーマにした
お笑い、ダンスなどのパフォーマンスを扱ったも
の、可能な範囲で単に紹介する以外のもの）


4.ドラマ（何か意図があるものであればいい）


5. SNSに適したショートストーリーや10分の動
画


グループで作ってもらいたい作品



中間までは変更可



グループで協力できそうで

大体具体的なものが浮かんで学期内に完
成させることができそうなものが


浮かんだら解散


